
​◆以下、第２２条（任意退会）内で変更​

​第２２条（任意退会）​
​会員は1ヶ月前の予告をもって任意に退会することができる。この場合、会員は主催者に対し書面にて退会​
​を届け出るものとし、主催者が同書面を受理した月の翌月末をもって退会できるものとする。但し、会員に​
​決済未完了の商材取引、主催者に対する債務等が存在する場合は、主催者は退会届の受理を留保することが​
​でき、この場合、同取引または債務等の支払が完了するまで退会は認めないものとする。​

​変更⇩​
​会員は、1ヶ月前の予告をもって任意に退会することができる。この場合、会員は主催者に対し​​書​
​面または電磁的方法​​にて退会を届け出るものとし、主催者が​​当該届出を​​受理した月の翌月末をもっ​
​て退会できるものとする。但し、会員に決済未完了の商材取引、主催者に対する債務等が存在する​
​場合は、主催者は退会届の受理を留保することができ、この場合、同取引または債務等の支払が完​
​了するまで退会は認めないものとする。​

​以上​


